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せんoLかしはじめにのべたように,線形応答理論では xsの代 りに xis｡が出て来るのは,こ
のためではないかと考えています｡御教示をえられれば幸です｡



















- 去 ∇2¢,坐 -D∇ 2¢∂¢ =∂(it) ∂i
からはじまります｡形式的な対応は
尤
t⇔ llt, 万 言 ー D
(1)
(2)




























































時空 虚 数 時 間 実 数 時 間 揺 動 源
4吹7t: ナイーブ発想Sdl.eq一一diff.eq 古典的エ｢テル
"隠れた変数〝(Bohm,...)Nelsnの量子化
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なお,今回のテーマについては次の報告も見ていただけると幸です｡
M.Namiki:Proc.oftheISQM･Tokyo'87 (1987年4月刊行予定,日本物理学会 )0
自己相似性の統計熱力学形式 Ⅰ
慶大･理 井上政義 藤坂博一
カオスの物理は次の様に分類されるだろう.囲シナリオ(発生 ),任労定常カオス,の非定常
カオス(過渡)0Aについては普遍的法則が発見され,かなり解明が進んでいる｡またこれは
統計物理学の"相転移現象〝 に対応している｡Cは非平衡系の統計物理学に対応しており,シ
ンプルな一般論は難しいと思われる｡Bは熱平衡系の統計物理に対応しておりそれを解明する
一般的理論形式をここでは論ずる事にする｡
熱平衡系と定常カオスのパラレリズム(Paralldism)は,その基本的立脚点が共通してい
る事によって成立している｡それは(1)問題とすべき性質 (物理量)として "長時間にわたる大
域的性質〝 を取扱う｡(2)大域的物理量として"指数的特性量の極限値〝 を採用する｡例として
はW～eS/k;N-- の場合,エントロピー Sが指数的特性量である｡
まず熱平衡系統計力学の理論形式を復習する.粒子数N,体積Vの系のエネルギーをE(N,V)
とすると,この系の分配関数Zは
Z(〟,β,㍗)- dEB(N,E,V)e~JCE(NIV)
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